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I

Faulkner は彼の長篇小説第 3作 FI卯s 泌 the D鵬t を1927年 9月29日に脱稿 し, 自信を

もって (前 2作を出版して く れた) Horace Liveright に送ったが, 突返された。 その後数ヶ

月間みずから手を入れてみたがやは り自分の手には負えないとわかったので, 彼の著作代理

人 (literary agent) である Ben Wasson に頼んで, やっ と1929年 1月31日に Harcourt,

Brace & Company から出版して も ら う こ とになった。 しかしその際, 原稿は出版社の要請

に応 じ て Ben Wasson によ り士ほど削除 され, 部分的修正を加えられ, 表題 丸 泌ytOyiS に

変えられて しまった( I )。この切詰版 (cut version) 翫ytOyiSは, 題名が示すごと く , Sartoris

一族についての物語が主流 とな り, 他の人物はこ と ごと く脇役に追いやられて し まっている。

しかも この脇役たちは, ほとんど主役の引き立て役を果していない。 とい うのは, 彼らは小

説構成上孤立していて, 主役に対して何ら ドラマテ ィ ックなかかお りあいを も っていないか

らである。 いわば, あらずもがなの付け足 しの地位に落されているといっても過言ではない。

これでは作家の本来の趣旨とは程遠いものとなって し まった といえよ う。 なぜなら, 彼が原

作 Flags泌 theD搦tで 目指した ものは, 彼の樹立する Yoknapatawpha saga のいわば

“the lumber room of his memory” ( 2) 七 あ っ た と い え る か ら だ 。 Faulkner、自身 , 彼 の作

品を読む順序と して次のよ うな提案を している。

Probably to begin with a book called Saytoyis that has the germ of my apocrypha

in it. A J ot of the characters are postulated in that bookン :o

ち なみ に ‘a book called Saytoyis’ とい う表現 には, 「Sayto示 と 称す る作品」に対す る作者 の

否定的な心理が微妙に働いているのに気づ く であろ う。 また彼は別のと ころで次のよ うにも

述べている。
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冒頭の‘lt’は Saytoyisを指示しているのだが, Faulkner 自身は FI昭s鏑 theDs t のこ と

を念頭に置いているこ とは改めて こ とわる必要もあるまい。

Faulkner と しては, 原作では Sartoris一族ばか りでな く , 他の人物ないし人種を も含む

「私自身の宇宙」 たる Yoknapatawpha county- この作品では Yocona county になっ

ているー の全体像を創造し よ う と したのだ。 言い換えれば, その 「宇宙」 は, 包括的でけ

モザイク的な世界空間であ り, そこに住む人々は各自独立して存在しているのである。 それ

は, 作者がそ この“SoleOwner & Proprietor’に )と して 「神のごと く 」大宇宙的な立場から,

また小宇宙的な視点から住人を牛耳ることができるようにするためである。 したがって, 裏

を返してそこの住人の立場からすれば, 各人は作家 Faulkner の筆を通して独自の存在理由

を証明すべ く主役の座を与えられるこ とにもなるわけである。 ▽

Faulkner の狙 いはそこにあった。だからこそ BenWasson から ∇Fla邸 鏑 山cDMstの問題

点は, それが一つの小説ではなくて 6つの小説から成 り, しかもそれがことごと く 同時に葛藤 し

あって進行しているとい う こ とだ」 と指摘された と き, それはFaulkner にと っては, むし

ろ 「誉言葉」 であ り, 「多産性とヴィジョンの豊かさの証明であ り, Yoknapatawpha の世界

が持続するのに十分な豊饒性をもっている証拠尹 )であった。 このような事実から察すれば,

Sartoris一族以外の登場人物の物語を大大的に削ぎ落されて しまった作品に対す る作家の不

満と心痛は推して知るべしだ。 事実 Faulkner は生前娘の J111 ( 1933- ) に原作修復の望み

を繰 り返 し も ら していた ら しい。 それを思い出した彼女は, 父の遺志を Douglas Day と,

Random House 社 の編 集者 に伝 えた 。 す る と 何 と か願 い が叶 え ら れ , 作者 が保 持 し て い た

合成タ イ プ原稿を基にして DouglasDay によって編纂された作品 FI昭S治 山CDMStか,

ついに1973年に Random House社から出版される運びとなったのであるご卜

そこで筆者は, 作者の本来の意図を考慮した場合, Saγtoyis よ り丸 Flags鉛 the Dmtの

方を研究の対象とす るこ とによ り大きな意義を認め, 後者の作品の位置づけ, 構成, 作品世

界の構築法, と く に Faulkner が登場人物の提示方法と して樹立した 「自己分離」 と 「自我

拡張法」( oを考察す るこ とにする。

II

R 昭 s 泌 the Dttst で は登 場 人 物 は各 自自己存 在 を 主 張 し つ つ 主役 の座 を 保 持 し て い る こ

とが前章で指摘されたが, その意義はどこにあるのだろ うか。

た とえば, いま仮に young Bayard, Horace Benbow, Byron Snopes といった主要な

登場人物を取 り上げてみると, 彼らが各自自己の問題に沈潜し, 苦闘している姿は浮かび上

って く るが, お互いに plotないし action において ドラマティ ックなかかお り惑いを も って他

人の性格や人生に決定的な影響を与えるよ うなこ とはまった く ない。 ただ各自章や節を変え

て自己の内面世界を言語ないし行為で披樫しているにす ぎない。 しかし各人物を比較 してみ

ると (読者はこの小説を読むと きそ うせざるをえないのだが) , お互いに照し合いつつ各自の

人物像を特徴的に浮き上らせ, それによって彼らが住む生活環境を も特異な存在形態と して

立体的に映し出す よ うになっているのに気づ く 。 これが Faulkner 小説の基本的技法の一つ

と して定着す る こ とになる 「並置法」 「」uxtaposition) なのである。 もっ と も本作品では, こ

の技法は後に続 く 作品のそれと比べる と未熟で締 りな く 用いられているために, 作品を密度

lt opened up a gold mine of other peoples, so l created a cosmos of my own.

l can move these people around like God, not only in space but in time tooンo



であ り ( Sa吋o百sは Andersonに献じ られている) , も う一つは Fぬgs緬 the Dmtを 書き

始めると, Anderson の助言を実感と して受容するこ とになったこ とを示す作家本人の回想,

‘Y ou have to have somewhere to start from : then you begin to 】earn’… ‘Y ou’re a

country boy ; all you know is that li壮le patch up there in M ississippi where you

started fromy l卜
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の高い関連性の中に構成するこ とはで きなかった といえるのだが。

ところで, 登場人物には共通した危機的な存在傾向が見受けられる。 それは, 彼らが独自

の様態で社会環境や周囲の人々と不調和な状況を作 り出して, その跳ね返 りも手伝って 自己

分離に陥 り, だから といって自然の懐に逃れて も異和感しか得られないとい う こ と, つま り

「根無草」 (d6racin6) の存在形態に追いや られているこ とである (具体例は後述)。しかし こ

れも Faulkner の小説営為の戦略なのであ る。 といって も こ こ までだった ら, Faulkner は

前 2作で個別的ながら実験ずみである。 す なわち, Soldieys’P砂 (1926) では第一次世界大

戦からの帰還兵が故郷の疎外にあって千失われた世代」 と して不毛の生活を送らざるを えな

い実態を追究しているし, Mosq蛍toes (1927) では, 人為的とはいえ, 人間社会内での個我

の規定と確立の実態を克明に追跡しているからである/ )

し か し Faulkner は, FI昭 s 組 the Dmn こお い て , 前 2 作 で追 求 し た 戦略 を 合流 さ せ ,

それを踏まえた上で, 彼自身の故郷の自然的, 社会的, 歴史的, 伝説的な枠組を築き上げノ

さ らにいく つかの神話的, 文学的な引喩を 織 り込んで補強し, アメ リカ南部の壮大な 「神話

王国」 を創造し, あわせて人間一般状況の「道徳的寓話や説話丁lo?へと止揚せんとしているの

である。 このこ とは次の3つの陳述によっ て実証されるであろ う。 一つは彼の初期の文学的

指導者であった Sherwood Anderson (1876一1941) の示唆,

So l began to write, without much purpose, until l realised that to make it

〔Flags in tk D14sn truly evocative it must be personal, in order to not only

preserve my own interest in the writing, but to preserve my belief in the savor

of the bread-and-salt/ 2)

か く して Faulkner は故郷の地 Oxford という ‘adua1’ な世界を昇華させで apocryphaP

な 「自分自身の宇宙」 を創造して, その中で 「ま るで神にで も な った よ う に, 人物を空間

ばか りでな く 時間において も動かすこ とがで きる」 ほど, 自分のもつ才能を 「極限まで利用

する自由」 を獲得した といえるのだ。 こ こ に至って, Cleanth Brooks も指摘するごと く ,

彼の小説は 「深み」 と 「実質」 と 「堅固さ 」 を もつよ うになったのである7 4’

Beginning with SαytOyiS l discovered that my own little postage stamp of native

soil was worth writing about and that l would never live long enough to eχhaust

it, and by sublimating the actual into apocryphal 〔sic〕 l would have complete

liberty to use whatever talent l might have tQ its absolute topン 13)

であ り, 3つ 目はよ く援用される Faulkner の The Paris lnterview での次の発言である。



III

しかし ながら Faulkner は, 何らかの社会的な理念から小説を書いた りはしなかった。 と

い うのは, 彼が繰 り返し主張した ごと く , 彼の関心は理想や観念にあったのではな く て, 人

間に, も っ と限定して言えば 「自分の心とあるいは同僚とあるいは自分の環境と苦闘する人

間」にあ ったからである。( 15)したがってまた Faulkner が自分の虚構世界に歴史的, 社会的背

景や神話的, 文学的引喩を持ち込んだ といっても, おおかた登場人物の意識 ( と きには無意

識) に集約された形で投映しているこ とに注意すべきだ。 しかもその人物は, Faulkner の
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文学的戦略上, 自我分裂一 意識と無意識ないし理性と感性ないし良心と欲望

されてい るのである ( しかし話 し相手

には反映 されない)。

の意識

とい う危

母神の象徴- の北部機械文明- Satanの象徴

だ とい う解釈にも誘われるのである ( もっ と も Faulkner はこの短篇で北部と南部の対立

抗争を意識して扱っているこ とはないと言っているが)。

神話的素材は, FI昭s治 山cDnst ではよ り意識的な文学的引喩の形式で用いられている。

た とえば第一次世界大戦から帰還 した young Bayard は相手の人とな りを無視して戦争の

こ とを話すが, そのと きの描写が次のよ うになっている。

‥・and he fell to talking of the war. Not of combat, but rather of a life peo-

pled by young men like fallen angels, and of a meteoric violence like that of

fallen angels, beyond heaven or hell and partaking of both : doomed immortality

and inlmortal doomべ 113)

への愛憎をかげた復讐劇のアレゴ リー

機的な心理構造を孕んでいるこ とを前提と してい石。 だからこそ彼は (彼の文学的嗜好の証

で もある のだが) 「悲劇的で真実性を もつ物語」 を自分が書いたのは 「それが人間の心, 人間

の野望, 人間のー , つま り良心と腺あるいは 01d Adam (人間性の悪) との葛藤に由来し

たからだ」 といえたのだ し, 最後に 「Godと Satan との間の闘争」 といってもいいと結ぶこ

と もで き たのである。( 16) これぱ A RoseforEmily”( 1930) を書いた と きの動機 と して語 っ

た ものだ が, この言葉は彼の他の作品群にも適用するこ とがで きる。

こ こで 注目すべきこ とは, 彼が ‘Ada㎡ や‘God’や‘Satan’とい う神話的素材を巧妙に主人

公 Emily Grierson の心境に融合 させ, 彼女の分裂 した心理を神話のレベルまで拡大, 発展

させるこ とによって, 読者の意識に超時間的, 超空間的な心的状況を反映させ, イ メ ージの

無限の広 がりを生み出させるこ とである。 これは彼の文学的工夫の真髄を明かす ものであ り,

それに与れば, 読者は, た と えば Emily がなぜ愛する男を毒殺して死体と共にして一生を

終えると いう超人間的な大胆さ を示 したかを単なる猟奇趣味と してでな く理解できるよ うに

なるしし凛だこの男が北部出身の道路建設者であることを考慮すれば, 南部農耕文化一 地

またこ れと関連する引喩と して, Miss Jenny の南部連盟将軍 Jeb Stuart とその部下だ

この場合即物的な Rafe MacCallum

Bayard が空軍飛行士であった こ とを考慮に入れると き, われわれ読者の意識には, 彼 (お

よび彼の仲間) が 「堕天使」 と融合して超人的な力と技を も って 「流星のごと き激し さ」 を

見せて空中を飛翔する姿が映し出される。 しかしまたその背後を深々とキ リス ト教的宇宙が

取 り巻いていて, 彼 (および彼の仲間) を限定し, 運命づげているので, 彼 (および彼の仲

間) は永遠に 「天国と地獄」 の内外を飛び回って いるに過ぎないこ と もわかるのである。 し

かも単にわれわれにわかるのみな らず, Bayard 本人の意識にも反映されているこ とが暗示



つた Carolina Bayard の物語 一 南北戦争 中北軍 の陣地 内にあ り なが らわず か20名程度 の

一隊で無謀と もいえる北軍キャンプへの奇襲を断行して北軍参謀少佐を補虜にし, 敵中を

果敢に突破し よ う と した こ と, およびそのと き参謀少佐が何気な く語った 「紳士とはアンチ

ョ ビーのよ うに時代錯誤だ」 とい う言葉を聞く や, Bayard は単身北軍キャンプへ引っ返し

てアンチ ョ ビーを分捕 りに行 く が, そこにいた料理人に殺されて しまったこ と ( 14- 19) -

- が挙げられる。 その物語は50年間も彼女によって繰 り返し語られる うちに, 伝説化され,

神話化されて行 く のだが, ’その過程が次のよ うに表現されている。

She had told the story many times since …and as she grew older the tale

itself grew richer and richer, taking on a mellow splendor like wine; until what

had been a hair-brained 〔sic〕 prank of two heedless and reckless boys wild

with their own youth, was become 〔sic〕 a gallant and finely tragical focal-point

to which the history of the race had been raised from out the old m iasm ic sw amps

of spiritual sloth by two angels valiantly and glamorously fallen and strayed,

41tering the course of human events and purging the souls of men. ( 12)
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「 2人の無鉄砲で向 う見ずな少年の軽はずみな悪戯であった もの」 が, 「一点の非の打ち どこ

ろさ えない灰褐色の事実よ りも生々と した ロマンスを好む」 (35) Miss Jennyの精神の節に

幾度とな く かけられて浄化され, 発酵させられ七, やがて 「ブ ドウ酒のよ うな芳醇な輝きを

帯びた」 伝説的行為へと熟成して行った。 そして物語は, モこで と どまるこ とな く , さ らに

彼女お よびそれを聞 く 人々の意識の中で昇華され止揚されて, 人間の歴史を 「古い毒気に満

ちた沼ともいうべき無精な精神状態から解放し, 」 「勇敢で見事に悲劇化された焦点」 まで高

めて 「人間の出来事の筋道を変え, 人間の魂を浄化する」 ほどの 「堕天使」 の行為へと神話

化されて行ったのである。 こ う しTて Sartoris一族 の神話, 伝説は, Miss Jenny の長年 に

わた る 「場所がら もわきまえぬ」 (12) 繰 り返し によって, Sartoris家の子孫の心のみな らず

一家とかかお りのある人々の心にも浸透し, 彼らの一大精神支柱ともなったのである。

こ こで も う一つ指摘しておかなければな らないこ とは, 19世紀における南部のロマンス文

学の高揚である。 19世紀初期の南部には, Sir Walter Scott ( 1771- 1832) の騎士物語が流

行し ( Robert CantweII による と, Colone1 Falkner は Scott を愛読 し, 彼の作品しか読

まなかった よ うだ。 しかも彼の敷設した鉄道の駅名には Scottの小説に登場する人物の名前

への厳密な忠実さ よ りむしろ想像力の自由な駆使によって特徴づけられるフ ィ クシ ョ ン形式

は浦 部の文学的努力のうちで最も野心的なものとなったJ ( 18)そして主と して Willianl

を取って付けた とい う( 17)) , その影響によ り「1830年代から50年代にかけてロマンス 事実

GilmolTe Simms ( 1806- 1870) に よ っ て生 み 出 さ れ た 歴史 的 ロ マ ン ス の精神 が南部 の農耕 文

化社会に浸透し, 大西洋沿岸部を中心に階級制度を定着させるのに与って大きな力となった。

すなわち大農園主を中心とする貴族階級, その下に商人や自営農民や職人や辺境開拓者など

から成る中流階級, そ して奴隷や落伍者な どの下層階級に区分されるカス ト制度がで き上っ

たので ある。

そして南部の歴史的口々ソテ ィシズムが貴族階級の精神的支柱および行動規準を形成する

と ころ とな り・, 南北戦争を通過すると, 戦争はロマン化され, 戦場は, 神聖化され, 騎士道

精神の実践の場を提供し, 英雄産出の場ともなったのであるゾ )MissJennyは上記の風潮が

極めて強かった Carolina州に浴して育ち, 1869年 Mississippi 州北部にあるYoconacounty



And it was no accident that this foolhardy apotheosis of Southern chivalry fed

on the romanticism of Sir W alter Scott should also bear the name of the legend-

ary “Chevalier sans peur et sans reprochey 21)
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に引っ越 して来た こ とになっている。 ただ一言つけ加えておきたいこ とは, アメ リカ南部に

はヨ ーロ ッ似におけるよ うな貴族制度が発達するのに十分な歴史的体験を欠いていたが故に,

騎士道精神も極端に偏向されて受け入れられた とい う こ とである。 すなわち南部のフ i=l ソテ

ィア精神構造から貴族, 騎士, 紳士, 英雄などの諸観念が混同され同一視され, 南部の個人

主義的傾向から騎士道の行動規準も名誉 と暴力に単純化されて し まったのである。( 20 したが

っ て 「Carolina Bayard の生命 を 奪 う こ と に な る よ う な狂気 じ みた 無謀 な振舞 」 につ い て ,

Joseph Blotner が次のよ う な判断を下 しているのも理解で きるであろ う。

なお 「恐れると ころを知 らずまた非の打ち どころのない (伝説的な) 騎士」 とはフ ランス

中世の最も高潔な英雄的騎士 と して名高いハヤール ( Bayard, Seigneur de, 1473? - 1524)

を指す。

一方 HoraceBenbow は, 自分の妹 Narcissaを ‘thoustilI unravishedbrideof quietude’

(340) と哀呼し, 人妻 BelleMitcheII を ‘Atalanta’に喩えているし(167) , またその娘 11ttle

Bell に ‘Titania’ と呼びかけている (175, 181)。‘thou still unravished bride of quietude’

は, 美の祭司た らんと努めた英国ロマツ 派の詩人 John Keats (1795- 1821) の Odeou a

Gyedall UyM ( 1820) の 冒頭 の句 で , そ の表面 に古代 ギ リ シ ア の ア ル カ デ ィ ア にお け る 自然

と神々と人間の生態が描かれている古甕を指示している。 したがって Horace の意識には, 妹は

完成されたギ リシア的な美の極地と して 「未だ汚されざる静寂の花嫁」 のイ メ ージで定着し

ているこ とがわかる ( もちろん, 彼女の名 Narcissa そのものがギ リシア神話中のナルキ ッ

ソスを連想させる こ と はい う まで もないこ とだが)。また Atalanta はアルカデ ィ アに住む足

の早い女性で, 自分と競争 して負げた求婚者を次々に殺した とい う。 BelleMitche11はテュ

スを嗜むこ とから Atalanta に喩えられたのであろ うが, 夫を裏切 り, Horace と結婚する

が, わずか半年足らずで彼にも冷たい高圧的な態度を見せる よ うになるこ とを考えると, 彼

女の心の駆け足の早さを思い浮べないわけにはいかない。 最後の Titania は Shakespeare

(1564- 1616) の喜劇 A MidsMmmeyN汝h臨 Dγeam ( 1596年ごろ) 中に出てく るアテネ近

郊の森の妖精の国の女王であるが, それに喩えられた litte Belleは異教的な女神の資質を

予見されている ( SaMct皿巧 〔1931〕 において, それが実証される こ とになる)。

と り以上の こ とからわか る よ う に, Horace Benbow の精神は主 と し てギ リシア神話

わけ牧歌的側面- で色づけされ, 観念的で夢幻的な異教的雰囲気に包まれていた。 この

よ うなギ リシア神話の牧歌的異教精神は, Faulkner の初期の詩 TheMaybleFαn11エ( 1924)

や最初の 2つの長編小説 Sddieγs’P卯 と Mosq竃toes にも一貫 し て見受けられる もので,

次第に薄れつつあるものの, 彼の根深い意識的な文学的ロマンテ ィ シズムの傾向を示す もの

であ る。 ただ R卯s 伍 the Dnst では, そのよ う な ロマ ンテ ィ シズムが Horace の 自我 の

中に, あるいはその拡張の中に限定されている こ とを付言 したい。

また FI昭S 泌 thC Dld に は, 文学 的 な 引喩 と し て , M alcolm Cowley が Faulkner 文 学

の一源流 と して指摘する Augustus Longstreet (1790- 1870) の Geo噌沁 Sccms ( 1835) に

始ま り, Mark Twain ( 1835- 1910) にその最高の例を見る こ と になる [辺境のユーモア と

リア リズム]9卜が含まれているこ とも見逃せない。 強いて分ければ 「辺境ユーモア 1の方は,



黒人使用人 Caspey Strother が物語る戦場で の自分の武勇伝 ( ほら話) (52- 57) , それに彼

の父親で, 預った教会建設資金を又貸し してしまった Simon とその資金を取 り立てに来た

役員会のメ ンバーと 01d Bayard との三者間のユーモラスな言葉の遣 り取 り (261- 266) に

見られる。 そして 「辺境 リア リズム」 の方は, Jefferson の町から18マイルも離れた丘陵地

で農業 と狩猟によって 自給自足の生計を立て, 過酷な自然 と共に生き, 自然の威厳を徳性( 23)
・ ヨ ー マ ン ● フ ァ ー マ ー

と して 自己を律しているが, 素朴な親子兄弟間の血の温かさ によって結合された 自営農民た

る MacCallum 一家の描写 (303- 329) に見るこ とがで きる。

Faulkner に。 Soldieys’Pay と Mosq竃toes に既 に ギ リ シ ア ・ ロ ー々神 話 と キ リ ス ト教 神

話とそれに辺境ユーモアの引喩を取 り入れている。 しかしそれらの作品では, 引喩と人物と

背景との必然的な関連性が薄弱である。 その原因め一つは, やはり登場人物の主題と場面に

密着 した個我の成長が十分でなかったからだと考えられる。 その点 FI昭s治 挽ep臨1では,

「小さ な切手ほど」 とはいえ, 彼の故郷の地 Lafayette 郡とその郡役所のある Oxford

を基盤と しているこ と と, 前 2作を通して作家自身文学創作の面で一 大略 Soldieys’Pay

では主題と素材の面で, また Mosqnitoes では性格づけの面で一 大き く 成長 した こ と とが

相侯って, 引喩と人物と背景とは必然的な親和関係の中に捉えられるようにな り ( と言って

も類型的なパタ ーンが少々鼻につ く と ころ もあるのだが) , 現実性を読者の五感に訴えるのに

も不足 はな い。 と ぐに人物 の心理描写には, 作家本人の力点の置 き所 とい う こ と もあ っ て,

・異常と思えるほどの自我意識の先鋭化と病的と思えるほどの自我分裂の宇宙的拡大とが観察

される。 それは, 各個人の孤立化した精神に上記の神話的, 伝説的引喩が見事に符合して,

個人の意識を拡張し昇華して宇宙的次元まで高めた結果である。 ・・

反面 Faulkner は, 従前の幻想的な ロマ ンテ ィ シズムの傾向に深入 りするのを恐れて, 辺

境のユーモアと リア リズムの物語を も組み合せて均衡を保と う とすると同時に, またそ うす

るこ とによって彼の虚構世界の拡大化を計ろ うとする努力も怠っていない。

こ う して彼は, FI昭S泌 tk D砺い こおいて, 「現実的なもの」 を昇華して 「経典外的」 な

性格を もつ現代南部の一大神話体系を構築した といえよ う。以後彼は, これを ‘1umber roo㎡

として各局面を切 り取って題材と し, 小説を書き続けるこ とになるのである。

Ⅳ

二F砥as緬 the Dmt の執筆中にあった1927年の夏ごろ, Faulkner は, Chicago T石hne

から作家と して最も書いてみたかった本は何かと い う質問を受けたが, 彼は 習り勿 7)たた

(1851) と返事を し, その理由を次のよ うに述べている。

113FIαgs 袖 山e D娼t

But tragedy, as Aristotle saw it, … is the same conception of tragedy that aII

また彼は登場人物の自由意志の存在を信じるといっておきながら, 「しかし人間の自由意志は

ギ リシア的な宿命の背景と衝突するよう働 く ものと思われる」( 25)とつげ加えるのを忘れない。

さ らに彼はア リス トテ レスの悲劇論に次のよ うな彼独自の解釈を与えている。

The Greek-like simplicity of it : a man of forceful character driven by his

sombre nature and his bleak heritage, bent on his own destrUction and dragging

hisj mmediate world down with him with a despotic and utter disregard of them

as individuals…( 24) 二
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writers have : it’s man wishing to be braver than he is, in combat with his heart

or with his fellows or with the environment, and how he fails, that the splendor,

the courage of his failure, and the trappings of royalty, of kingship, are simply

trappings to make him more Splendid so that he was worthy of being selected by

the gods, by 0 1ympus, as an opponent, that man couldn’t cope with him so it

would take a god to do it, to cast him down/ 20

以上 3つの引用から明瞭に浮かび上る Faulkner の文学的趣向は, 人間が 「現在の自分よ り

勇敢であ りたいと願って」 自分の運命と衝突し, 真正面から取っ組み合って闘い, はなばな

し く破れ去る姿を人間の本性と把握し, それを表現するこ とにあった。 しかもそのための最

も感動的な表現技法はギ リシア悲劇にあると見出した。 したがって Faulkner 小説では, 「自

分の陰影な性格や佗びし く暗い血筋」 に駆られて 「一途に自分自身の破滅へ向って行 く 」 人

物が主役になった仏 重大な影響力を もつ人物になっている場合が多いのである。 そ ういっ

た人物はにFaulkner にいわせれば, 「力強い性格の持主」 で 「普通の人では対処できず,

滅ぼすには神の力を必要と しなければならない相手と してオ リンポスの神々に選ばれるに足

る」 人物だからである。 そ こで Faulkner は, そのよ うな 「力強い性格の持主」 をギ リシア

悲劇の主人公に, そしてその本質を強大な自我構造に見出した。 さ らにギ リシア悲劇がその

主人公をその強大な性格の故に 「ヒュブ リス」 (hubris) に導き, 「ネメ シス」 (Nemesis) に

よって滅ぼす こ とによ り悲劇的効果を高めているのを認識して, 彼も強大な ( しかも分裂し

た) 自我意識を もつ人物を登場させ, 神話的, 伝説的および文学的引喩を導入するこ とによ

ってその自我を拡張し, そこにギ リシア悲劇の主人公の特質を集約させるこ とによって悲劇

的効果を高めよ う と したのである。 これを最初に実験によって確認した小説示FI昭S緬 tk

D絹tであったこ とを考えると, この小説は Yoknapatawpha county の「悲劇的で真実性を

もつJ saga の源泉と しての意義を もっわけである。

と ころで Faulkner による自我の拡張化は作中人物の自我り 確立を前提 とす るので, 自

我の歴史的発達と も関係するこ とになる。 た とえばSartoris一族の自我形成過程を歴史的に

追ってみると, 南北戦争前後から再建時代までの第一世代では, 自我意識の存立は希薄で,

ただ前述のごと ぐ, 騎士道精神の歪曲した自尊心と暴力による行動規準に従 うだけであった。

したがってこのような世代には, 作家による自我の拡張化は成立するはずはなかった。 彼らの

意識には, 自分は神によって支持された正義者であ り, 自分に反抗するものは悪者(villain)

であ る と い う独善的な考えがあるだけだった。 そのために彼らはしばしば自滅的行動に打

って出ること も厭わなかったわけである。 しかしそ うい う人物が後世になって英雄願望を も

つ人々によって脚色されて英雄と して奉られるこ とにもなったのだ。 Carolina Bayard は

「あま りに向う見ずな」 (19) 行為によって殺されたが, Miss Jenny のロマンテ ィ シズム志

向によって Sartoris家の精神的支柱たる英霊に祭 り上げられた例は前に述べた。 彼の兄

Colonel John Sartoris は 自尊心 と暴力 と に よ っ て次 々に殺 人 を 犯 し , 最後 はみず か ら も 暴

力の前に倒れる結果となるが, 死して一族の守護神と して崇拝されるこ とになる (彼の下で

南北戦争を戦った old man Falls は繰 り返し彼の生前の勇敢な行為を old Bayard に語 っ

て聞かせる)。

Freed as he 〔Colonel John Sartoris〕 was of time, he was a far more definite

presence in the room than the two of them 〔old Bayard and old man Fans〕 ce-



彼は, 後の作品 The U11四則竃shd (1938) の “An Odor of Verbena” の中で 「私は土地

と時代が要求する通 りに行動した」白7’といっているところからもわかるよ うに。 己の欲求 と大

地と時代精神との間に何ら断絶を感 じていない。 つま り彼は, 自分がホメ ロスの叙事詩に登

場する神の庇護を受けだ demigod’ないじ hero’ でで もあるかのように思っていたわけであ

る。 だから 自分に逆ら う ものは有害な存在だ と見倣した。 た とえば彼は, 1872年の選挙の際

2人のカーペ ッ ト ・バガーが黒人たちを扇動して自分たちに有利 な投票を行わせよ う とする

のを阻止七, その後 2人を投泊している宿屋に訪ねて真正面から平然と射殺するのだが, そ

の殺害の理由は 「害虫どもを駆除する必要に迫られた」 (225) であった。

しかしその息子 old Bayard (現在68才) は 「一つ の戦争 ( 南北 戦争) には遅す ぎ,

次の戦争 (第一次世界大戦) には早すぎて生まれた」 (364- 365) ので, 父のよ うな英雄的行

為を行 う機会に恵まれなかった。 すなわち 「土地と時代」 は, 彼に要求して退治すべき 「悪

者」 (villain) を与えて く れなかった。 そこで彼は 「土地 と時代」 から見放された と思った。

といってもそのこ とが彼の内面世界に 「悪」 (evH) を生み出し, 分裂を もた らす よ うな こ と

はなかった。 とい うのは彼には, 遊離した 自己意識を彼の父親の 「時代と土地」 に逆行させ

て, そこへ固着させ, 父親へ自己を同化させることによって自己を拡大する道が残されてい

たからだ。 事実今や彼は耳が遠 く なっていて 「聾によって死んだ時代にセメ ン トで封じ込め

られ て」 お り, た だ old man Fa11s に よ る父 の英雄的物語 に耳 を 傾 け るか, あ る い は 自宅 の

屋根裏部屋に入って英霊だち と交信し, 懐旧の情に浸るのみであ った。 その屋根裏部屋は,

父親の世代の家具調度類が遺品と して収納されてお り, 「死んだ Sartoris家の人々が集合し

て, 彼らの間で魅惑的ながら災難に満ちた古い時代のこ とを話す には持って来いの場所」(79)

であった。 と く にそこに置いてある一つの箱の中に入っていた家族聖書- 「真鍬で装丁さ

れた大きな聖書」 (81)

mented by deafness to a、dead time ( 5 )
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また墓地のある丘の上に立って自分の敷設 した鉄道を眺め七いる父親の石像を思い浮べ, 次

のよ うに意見を述べる。

Jonh Sartoris himself slept these many years unawares perhaps amid martial

cherubim, lapped in the useless vainglory of that Lord which his forefathers had

Sartorises had derided T ime, but Time was not vindictive, because it was

longer than SartoriSes. ( 82)

の家系欄を前に座って, 「神格化されながら も全 く 消え去って行 く

自分の名前」 (82) を じ っ と見つめて いた。( 28)

とはい う ものの, 彼の意識が現在の方へ流れるのをせき止められているわけだから, 彼は

現実界から壁によって自己が閉じ込められているのを意識せずにはいられな く なる。 すると

「土地 と時代」 から切 り離された 自己の存在が如何に弱小で頼 りないものであるかを感じる

よ うにな り, またその視点から一族の過去を も眺める よ う に も な る。 そこで, 彼の父親や

Sartoris一家に対する自棄気味の, あるいは皮肉めいた批判 も生 じて く るのである。 た とえ

ば, 上記の家族聖書欄に載っている自分の名前が神格化されるのを空想す ると同時に, その

文字のインクが消えていく こ と も思い描いている。 その直後で次のような冷笑的な言葉さえ

吐いて い る。 ■ ㎜ ■



imagined themselves in the rare periods of their metaphysical speculations. ( 37)

し か しや は り old Bayard は 自己の孤立化 , 弱小化 を 内面化す る こ と な く 父親へ 自己を 同化

させるこ とによって, 自我の確立を解消してしまっている。 したがって彼にも自我の拡張化

は適用で きないわけである。

と こ ろ が old Bayard か ら一世代飛 んで孫の時代 (現在) にな る と , 事情 は一変す る。

young Bayard ( 26才) は 「土地 と時代」 から見捨 られたばか りでな く , Sartoris 一族 の守護神

からも見放されてし士っている。 それにもかかわらず Sartoris家の伝統的な, だが梱渇し

形骸化した行動規準によって, 彼の自由意志は金縛 りにされているのである。 このよ うに彼

の意識は四方をせき止められて封じ込められた結果, 烈しい逆流を起し, 自己の殼の中で反

拘される こ とにな り, 最終的には自我が彼の世界のすべて となる。 ここに初めて自我の確立

が準備さ れ, 作家による自我り 拡張化の素地がで き上った こ とになる。 さ らに自我の拡張化
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Or rather, it was as though his head were one Bayard who watched curiously

and impersonally that other Bayard who lay in a strange bed ( 143)

すると今まで外界に存在すると考えられた 「悪者」 は, 実は 「悪」 (evil) と化して自分の心

の中に混入しているのに気づ く よ うになる。 すなわち 自分の肉体に「善」 (good) と 「悪」(evil)

の2つの人格が同時に住みついて相争づていると感じ るよ うになるわけである。 そこでその

「悪」 を抹殺し よ う とすれば, それは直ちに自分を肉体的に破滅させるこ とに通じ る。 彼が

自己破壊的ないし 自殺的行為に走るのも首肯で きるであろ う。

こ う見て く る と, young Bayard は, 個我の発達の故に自己の 「思考」 と 「性格」 に従 っ

て超人的な能力を追求七示す こ とによって英雄た らんとするが, 自己の「悲劇的欠陥」 (ha-

martia) や血の呪いや神の怒 り(Nemesis) によって破滅に追い遣 られるこ とになるギ リシア

悲劇の主人公とオーバーラ ップする。 言い換えれば彼は, ギ リシア悲劇の主人公 と 同様,

demigod として神の命令に従って人類のため自己の意に反 しても外敵と戦う運命にある‘hero’

から, 「英雄」 と 「悪者」 が内面化され, 自我の中で衝動や欲求と復雑に結合して和解しがた

く葛藤し ている ‘protagonist’へと転落した と考えられるのである。( 30)

以上の考察から, ギ リシア古典文学においてホメ ロスの英雄時代から自我の確立に従って

ギ リシア悲劇時代を向えた軌跡を, まさ にSartoris一族の歴史が踏襲した ともいえるであろ

う。 と ころで Sartoris家の歴史的軌跡を一人で体得した人物がいる。 それは Miss Jenny

(現在80才) である。 彼女は80年に渡って Sartoris家と と もに歩んできたが, ある特定の時

の過程を追って行 く なら, 自我の確立にと もなってエゴイメ ムが生じ, 自己愛, 自己利益に

基づ く行動パタ ーンが形成されることになる。 こ うなると彼は一方ではSartoris家の一員に

恥じない よ うな名声を得 よ う と して 「堕天使」 のよ うに勇敢に振舞お う と努めるが, 反面 「金

切 り声を上げる臆病さ と耐えられないほどの恐怖±29」に噴まれることにもなるのである。具体

例を挙げれば, 「土地と時代」 に見捨てられた彼は, 自分にみずから要求して「悪者」(villain)

を退治す るこ とによって曽祖父同様の 「英雄」 (hero) たるこ とを実証せんと して第一次世界

大戦に参加するのだが, 双子の弟 Johnが撃墜されるのを 目の前にして阻止するこ と も救助

すること もできない屈辱を味って帰国する。 その結果, 彼は烈しい自虐的な傾向に陥るこ と

になる。 自我意識の分裂である。
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期や対象に自分の意識を固着させるこ とな く , 比較的流動的な精神を有していた。 したがっ

て彼女は, 前述のごと く Sartoris家の伝説化, 神話化にみずから積極的に参画も しているし,

また時代と と もに自我が発達するにつれて批判精神が育成されれば, その観点から一家の歴

史を振 り返 り, そこに暴力と野蛮性が渦巻いているこ とを見抜 く こ と もできた ( といっても

彼女の精神的 エヽネルギーは内面世界には向わなかった)。 彼女は言 う。

“Sartoris. lt’s in the blood. Savages, every one of ’em. No e21rthly use to

anyone.” ( 283)

しかし彼女は基本的にはやはりSartoris家の一員だった。 南北戦争後, 南部農耕文化およ

びそれを基盤 とする貴族的, 階級的社会体制が急速ビ崩壊して平均化し, 個別的, 個人主義

的な傾向が進む中で,¥ 彼女は依然と して旧南部の貴族精神を保持していた。 彼女は 「土埃に

まみれた南軍旗」 (‘banners in the dust’ 〔20D に喩え られて, この小説の題名を想起させ,

作家本人の悲壮的な南部的倫理観に深 くかかわって行く こ とになる。それだけにoldBayard

が「裏返し土(348) と もいうべき原因 (心臓麻原とい う内因性) で死亡し, young Bayardが

無謀で無意味な実験飛行で墜落死し, また使用人の Simon までが不名誉な死に方を したの

を知る と, 彼女は 「きちんと何物にも屈し ない態度でまっす ぐに背を伸して彼女の椅子に座

って」 いたも のの, ついには 「しばら く病気にな ります」 (36D と言って床に就かざるを え

なかったので あ る。

V

前章で考察 したごと く , ‘hero’から ‘protagonist’への転落とい う, ギ リシア悲劇に特徴的

なこの観念は, 実は R昭s緬 theDusい こおいて, 天使の天国からの堕落, あるいはアダム

のニデソの園からの追放というキリス ト教の観念と分かち難く融合させられている。 その両

者 を不可分に結びつけた主因は自我の確立であ り, その必然的帰結たる罪悪の歴史性一 血

の呪いの連鎖性- である。 ただギ リシア神話には自意識 ( 自我) 発生を原罪と して明確に

示寸物語が存在 しない (強いていえば, パン ドラ神話に自意識発生の示唆が隠されているの

だろ うか)。しかしキ リス ト教の神話には, 楽園内の 「善悪を知る木」 からの禁断の木の実一

一知恵の木の実- を食べた こ とが自意識発生の源泉とな り, それがつま り神意に反し原罪

となったこ と を明示する物語が存在する。 また堕天使の方は, アダムの場合ほど分明ではな

いが, やはり創造主への謀反が原因となっているから・, これまた自我の発生が堕天使の根本

要因であった と考えて差し支えないであろ う。こ う して堕天使は天国から, 罪人の祖アダムは

はエデンの園から追放されるわけだが, これ力い屁racin6’の始まりであり, その宙吊り状態が自己

意識の拡大に拍車をかけるこ とになる (但 し Faulkner は 「堕天使」 を 「勇敢にそして魅力

的に足を踏みはずした天使」 〔12〕 とも , 人間よ り神に近い存在と して位置づけているようだ)。

したがってア ダムの子孫たる 良明s泌 the D鵬t中の現代人は, 神の支持を失い, 楽園を喪

失し, 自我の殼に閉じ込も り, 荒れ地を さ まよ う影像と化している観がある。

と ころでア メ リカでは19世紀頃までアメ リカの自然を新たなるエデンの園と し, そこに最

初に移住して きた ヨーロ ッパ人をアメ リカ ン ・ アダムと見倣す考え方が広 く 行われていた と,

R.W . B. Lewisがその著 The Am£yicα11 Adam で指摘している力≒3卜Faulkner は, 20世

紀の南部に対 してさ えそれに近い考えをもっていたようだ。 とい うのは Faulkner の自然( 「土

地」 の観念も含め七) , と りわけ Flags泌 theDltstの自然は今だに楽園- アルカディ アな

いし エヽデンの園- の特徴を多分に具備して,一人間環境に対して著しい対照をなすよう配置



They 〔Uncle Buck and Buddy〕 belieVed that landdidnot belong topeoplebut

that people belonged to land and that earth would permit them to live on and out

of it and use it only so long as they behaved llnd Ulat if they did not behave right,

lt would shake them off just like a dog getting rid of fleas/ 34 )
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(並置) されている。からだ。( 32)この作品中の自然は, ‘peaceful,’ ‘simple,’ ‘tranquil,’ ‘st111,’

‘quiet,’ ‘dreamy,’ ‘pure’ など, 人類堕落以前の無垢の状態を表わすにふさわしい形容語で

規定される理想郷である。Faulkner は, さ らに自然の徳 と しで independence,’ ‘endurance,’

‘pride,¨ couragey discipline’ を特別 に賞讃している( 33)ことからもわかるよ うに, 自然を人

格化 している一 否, 英雄化ないし 神格化さ 夕している といってもよいであろ う。 彼は 7加

U筧qa祖 の中で, 登場人物の信念と しながらも, 次のよ うな土地観を展開している。

を通 して描こ う と したのだ と見 る こ と もで きるであろ う。

土地の神格化が 「辺境ユーモア」 のスタ イルで表現されている例である。

このよ うな観点に立てば, Faulkner は, Flags泌 匝eDusnこおいて, 土地から振 り落さ

れた人間が自己意識の拡大に頼 り, 他人を支配し, 土地を私有化して, 自然や環境を 自己に

供するよ う変えることによって自己実現を計ろ うと努めても, それが如何に不毛の努力であ

り, 如何に自己破壊に陥 りやすいかを, 種々の人物の実態一 自然や土地との対照も含めて

young Bayard につ いて は前章で かな り詳 し く考 察 し た ので , こ こで は彼 と土地や 自然 と

の関係について一言付しておこ う。 彼は自己の拡大によって中世フ ランスの高潔なる騎士八

ヤールに も比敵する英雄的行為 (裏 を返せば自暴自棄的な行為でもあるのだが) を誇示せん

と して荒馬に乗るが皮肉にも転倒落馬して頭に傷を負ってし ま う。 しかし 央復後彼が畑仕事

に打ち込む時期がしばら く続 く こ と になる。

For a time the earth held him 〔young Bayard〕 in a smoldering hiatus that

might have been called contentment, He was up at sunrise, planting things in the

ground and watching them grow and tending them ; … and came in at mealtimes

and at night smelling of machine oil and of stables and of the earth and went to

bed w ith grateful muscles and with the sober rhythms of the earth in his body,

and so to sleep. ( 194- 195)

彼は 「土地に所有され」 「正し く振舞 った」 ので, 大地が 「満ち足 りた と もい うべき」 自然の

営為の中に彼を捉え, 「落ち着いた大地のリズム」 の中に彼を包んだ。 アダム的な人間は ( 自

然と神の前にきて初めて安堵感に浸れる于35)のだから。

しかし ながら一方では, 彼がそ う い う田園生活に深入 りすればするほど, 彼の自我は消滅

の恐怖に戦いた。「そ うなると一瞬で はあるが, この世が押し退けられ, 彼は高い青空で罠に

かけられた猛獣となって狂おし ぐ生命を求めるのであった9」 ( 36)彼は再び落着きを失い/ 車を

飛ばす よ うにな り, 事故を起こ し, 祖父の old Bayardを死なせてし まう。 こ う して彼は,

自己の拡大と 「悲劇的欠陥」 と血の呪いとが招いた家族の災難一 双子のJohnを見殺 しに

し, 今また祖父を事故死させた ことー の過重な責任感に喘ぎつつも, それから逃れよ う と,

まるで復讐の女神エ リュ ュスに追い掛けられてでもいるかのよ うに, 放浪の旅を始めるので

ある。 そ してついに実験機に試乗し て’墜落死す るこ とになる。



young Bayard には双子の兄弟 Johnが いた が, 彼は1918年 に ヨ ー ロ ッパ戦線で戦死 し て

いる ( したがって この小説では人々の回想の中に登場するだけになっている)。 John は Ba-

yard とは無謀さ と暴力的行為において共通す る と ころがあったが, 性格的にはまさ に正反対

であった。 すなわち彼は Bayardのよ うな強大で複雑な自我構造を もってお らず, むしろ衝

動的な欲求ないし願望を殺那的な自発的行為に燃焼させることに自己充足を見出していた。

したがって 「どんなこ とが持ち上って も, それを途轍もな く でっかく楽しんで しま う」(324)

と JacksonMacCallum も述べている ごと く , 自然に適った 「陽気で野生的な精神」 (364)

の持主で, いわば無垢なるアメ リカン ・ アダムに匹敵する時代錯誤的な人物であった といえ

るであろ う。 そのよ うな性格の持主だ ったから こそ, 彼はまた Sartoris家の伝統的な精神を

も, 「何の面白味もな く空疎で大げさ な虚飾にみちだ自分の遺産」 と見倣し, これを 「おおか

た笑い飛ばして しま う」 (364) ほど大胆に振舞 う こ と もできたのである。 二人が双子である

だけに, Johnの自然で透明な性格と Bayardの陰影の多い性格の対比には深遠な意味が隠さ

れている。た とえばJohnの8才のと きの肖像画を見せられたと き, Narcissa は次のよ うに

感じた。

The face was a child’s face, and it was Bayard’s too, yet there was

in it, not that bleak arrogance she had come to know in Bayard’s, but

of frank spontaneity, warm and ready and generous; ( 349)
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Horace Benbow in his clean, wretchedly fitting khaki which but served to ac,

centuate his air of fine and delicate futility, and laden with an astonishing impedi,

menta of knapsacks and kitbags and paper-wrapped parceIs, got off the two-

thirty train. ( 145レ

彼は 「主 と して家系の伝統に対する義務感から」 (156) 弁護士になったが, 「彼の仕事は, あ

る限 りのどんなものでも, 裁判会議が開かれるごとに礼儀正し く快適に進行するよ うな, 丁

寧だが結着のつきそ う もない訴訟事件を扱 うこ とであった」 し, また父からある人々の遺言

already

a sort

さ らに Bayardの「あの詫びしげな傲慢さ」と Johnの 「一種の卒直な自発性」 とは, 措抗関係

にあるこ と も判明する。 それ故に Bayard はJohnに対して憧憬の念を抱 く と同時に憎悪の

情も奥深く秘めていたのだし( 37), また Johnの方も Bayardに対して嘲笑的な態度をと り続け

たのである (Johnは無謀な空中戦で敵機に撃墜された と き, 燃える飛行機から身を乗 り出し

て Bayardに向って 「いつ も してきた よ う に自分の鼻に親指をつけて冷やかした」 〔239〕 の

である)。いわば2人は doubling の関係にあった と もいえるであろ う。 したがってJohnが死

んだ後, Bayard も生きる気力を失ったのは当然と思える面もあるだろ う。

Horace Benbow ( 33才 ) も ‘h6ro’か ら 転落 し だ protagonist’に違 い は な い のだ が, 彼 は

言語活動を専ら とする詩人気質を有している点で特異な存在となっている。 持ち前の詩的で

錯綜 した内的独白によって, 彼の自我感情の巨大化のプ ロセス, 自我の分裂 ( と く に理性と

感性の分裂) , 内的葛藤, そ して病的な自己嫌悪, 虚脱感などが如実に表現されている。 その

反面, 実社会内での彼の存在は, 場違いで, 実在性に乏し く , 有効性に欠けていた。 そもそ

も彼が帰還兵 ( といっても YMCA に勤務 していたのだが) と七て初めて登場する姿は次の

よ うに描かれている。



したがっ て彼が 「真理 と人文科学の研究のため」 イギ リスの Oxford大学へ行った と き, そ

この校舎の壁の中に 「完璧な人生」 を発見したのも故なきこ とではなかったのである。

M an’s life. No apparent explanation for it save as an opportunity for doing

things he’d spend the rest of it not being v6ry proud・of. ( 345)
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状を受け継いでいたのだが ( しかし全然読んでいなかった) , その人々は今では,世間から身を

閉ざ していたのである(165)。

しかし弁護士の仕事は 「翼はおそら く与えて く れないだろ うが, また災難を もた らす こと

もないであろ う」 (156) から, 彼はそこに 「平和の意味」 を見出していた。「平和の意味」 と

い う観念は, 繰 り返し用いられている (151, 156, 157, 162, 166) こ とから もわかるよ うに, 彼

の人生に とっては重要な限定条件になっている。 とい うのは彼は人生とは後悔の機会にすぎ

ない と実感し, 人間社会への行動的参加を恐れていたからだ。

Horace の 「校舎の壁の中の静かな温情」 (すなわち 「静かな避難所」) の発見は, 彼の 「風の

ない庭囲い」 (164) への前段状況であ り, それはまた彼の自己逃避を擁護する条件と もなっ

てい る こ と がわか る。

自我が彼の唯一の存在証明であったので, それを脅かす波風が立ってはならなかった。 そ

の目的を適えて く れる避難所は, 彼の繊細なエゴを優し く包み, その高揚と飛翔に力を与え

て く れる母なる大地 ( といっても囲われた庭) およびその象徴的人物しかなかった。 当然の

こ とながら, やがて罪の故に消失するこ とになるエデンの園よ りも, 永遠の無垢 と調和を約

束して く れるアルカディ アが彼の選択の対象となった。 第m章で述べた ごと く , 彼の好む比

喩やイメ ージがギ リシア神話ないしそれに近い異教的な物語から引用されているこ と も頷け

るであろ う。 彼の屋敷から して 「黄金色のアルカディ アのよ うなま どろみ」 (151) を呈する

通 りにあ って, 「スイ カズラでおおわれた鉄格子の塀」 (151) で囲われてお り, 杉の木をはじ

め種々の木々や草花の茂った庭を もっていたのだが, その庭奥にひっそ り立っている家は「レ

ソガ造りの人形の家」 (152) のようであった。 この家に彼は妹 Narcissa と住んでいたので

ある。 彼女は母の死後, 「落ち着いた母性愛の辛抱強さによって」 (160) , 彼をわが子のよ うに

世話して きた。 その結果, ち ょ う ど 「Herge曲eimer が ( 自作の女主人公) Linda Condon

にまるで静かな避難所のように自分自身を苔め」 なのと同じように, Horaceも妹Narcissa
の 「落ち着いた母性愛」 の波間に 「彼の精神をまどろませた」 (161) り である。

こ うし て彼は自己の分離と と もにその周囲に築いたアルカディアの庭囲いの中で大地を踏

One can imagine Hergesheimer submerging himself in Linda Condon as in a

still harbor where the age cannot hurt him and where rumor of the world reaches

him only as a far faint sound of rain. ( 38)

Here, amid the mellow benignance of these walls, was a perfect life, a life

accomplishing itself placidly in a region remote from time and into which the

world’s noises came only from afar ( 163)

これは Faulkner の Hergesheimer 論の中の次の一節を想起させる。



A toljless cage・ of course, that his spirit might wing on short excursions into

the blue, but far afield his spirit did not desire to go: its direction xvas always

upward plumhleting, for a plummeting f1111. ( 162)

彼の精神が垂直に飛び上れば, 垂直に落下するのは物理的法則であろ うが, その裏には彼の

エゴの奥底にひそむ感性 ( もっ と限定すれば性欲といっても よいであろ う) が嘉いているの

を見逃 してはな らない。 彼ぱ Dear old Narcy’ とさ さやきっ つ妹の顔を両手で撫で回した

り (145) , 彼女の手を握 りしめた り, また彼女の身体を きつ く抱きしめ ‘Narcy, Narcy’ と

繰 り返しつつキスを した りする (286)。これらの行為は一見近親相姦を思わせるかも知れな

いが, それよ り彼には自分と妹をアルカデ ィ アに住む牧神と ニンフ (半神人) の関係になぞ

らえよ う とする意識が働いている と解釈す る方が妥当であろ う ( この点では彼はSoldieys’

Pay の Donald M ahon の後 裔 と い え よ う ) 。そ れ は と も か く と し て , こ=こ に い わ ゆ る彼 の理

性と感性の分裂, 抗争が起るわけであるが, それは彼が Belle MitcheII やその姉 JoanUep-

pleton に接近したときのように, 熾烈を極めた戦いとなる と きがあった。 そんなと きの彼の

自嘲的な自己反省は次の如 く であった。

for a moment, in company with the sinister gods themselves, he looked down

upon H orace Benbow as upon an antic and irresponsible worm. ( 297)

これは young Bayard と 同じ よ う な 自己分裂意識で あ るが, Bayard が自己内の悪を退治 し

よ う と して自己破滅的な行為に走ったのに対して, Horace の方は中庸の道を と って 「無気

味な神 」々 と 「奇怪な無責任なウジ虫」 とを和解させよ う と した。 それは嵐の後の荒涼たる

寂寥感を醸し出す解決方法であった。
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みしめ, と きどき自己の詩想の翼を思い切 りはばたかせて一人空中高 く舞い上ってみた

「天井のない檻」 の中を。 ¥

を知って思わず狂喜ししか もその汚れのない成就

た瞬間」, この花瓶を妹と混同して 「汝未だ汚されざる静寂の花嫁よ」 (162) と頓呼法で呼びか

けるのだったに の辺の彼は, 理想的な女性像として大球石のトルソーを彫刻した y陥匈効叩s

の Gordonを彷彿 と させる)。

しかし彼の生硬な感性 (情欲) はこれに満足せず, またもや沸騰するこ とになる。 そして

彼は官能的ないし肉欲的な人妻 Belle Mitche11に魅了されてしま うぶしかし結局彼は彼女

のエ ロス的な呪縛や虚栄心や男性支配欲によってアルカディ アから引き出され, 森林を伐採

して開発した新興住宅地 (Kinston) に放 り込まれて悲嘆に くれた青息吐息の中で暮らさ なけ

the l in him stands like a tranquil deciduated tree above the sere and ludicrous

disasters of his days. ( 166)

しかし これが彼の目指した 「平和の意味」, つま り 「彼の諸事件における小潮」 (166) り 本態

だったのである。

また彼は妹に対する神話的感情 (すなわち彼女を地母神兼ニンフに見立てた こ と) を永遠

に芸術の中に昇華させよ う と して, 自宅め車庫の二階をガラス吹き作業場に改造し, そ こで

「ほと んど完璧といっても よい澄んだ琥珀色の花瓶を一つ作った」が, これを眺め七いる うち

に 「平和の意味が実現されたこと
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ればならなく なるJ 現実の大地 ( 自然) の後楯を失い, 自我のみの存在と化した牧神の悲し

い結末 と いえよ う。

Narcissa (26才) は, 前述の如 く Horaceにとってはギ リシア神話の地母神とニンフ と し

ての象徴的役割を果したが, また Sartoris家にはエデンの園にも比すべき南部の処女地のイ

メ ージを与えた (それ故に MissJennyは, 南部のエデンの園と南部のアダム一族 と もい う

べき Sartoris家との融和を計ろ う と して, Narcissa に young Bayard との結婚をすすめ

たと考えられる)。( 39)

しかし彼女は, その通 りの人物だったのだろ うか。 なるほど彼女は通常白い衣装をまとっ

ていて, 落ち着いた雰囲気をもち, 母性愛を秘めているので, 「汝未だ汚されざる静寂の花嫁」

とい う呼称に値するよ うにみえる。 だがひと度彼女の内面を覗き込むと, それは彼女の虚栄

にす ぎないこ とが判明す る。 第一彼女は, その名の通 り, ギ リシア神話のナルキ ッ ソス

(Narcissus) の女性版なのだ。 彼女は, 基本的には, 「彼女の塀で囲われた無風の庭の中」

(66) に自分の精神的エネルギーを閉じ込めて しまっているのである ( 自己愛)。ただ南部貴族

社会に育った女性と しての礼節と彼女の本来有する母性愛とが微妙に作用し合って, 「落ちつ

いた優しい冷淡さ」 (370) や 「真面目だが散慢な憐み」(66) などの公平無私な一般的態度が

身についた ものと思われる。

それに して も彼女の母性愛は並々な らぬ強さ を も っ ていた ようだ。 おそら く彼女がま

だ幼かったころ ( 7才) 母を失い, 以来父と兄 (彼女よ り 7つ年上) に対して母親の役を引

き継 ぐこ とになった こ と もその一因となっているのであろ う。 し か し彼女 の母性愛 は持前

の自己愛と作用し合って次第に変質を来たし, 兄と父に対する支配欲へと発展して行く ( 自

己の拡大)。

Thus N arcissa acquired two masculine ‘destinies to control and shape, and

through the intense maturity of seven and eight and nine she cajoled and threat-

ened andcommanded and (very occasionally) stormed them into concurrence. ( 160)

この母性愛による支配欲が働いたために, Horaceが Belle に近づいた とき, 彼女はBelle

は不潔だ と喚いて (190) 彼を取 り戻そ う と努めたのであ り, また young Bayardが自動車事

故を起して肋骨を折 り, 床に縛られて彼本来の暴力が静められていた と き, 彼女は母親のよ

うに優し く枕元で本を読んでやるこ とによって彼を支配し よ う と したのである (そしてまる

で母親が子供を諭すように, 二度と車を暴走させないと彼に約束させたのである) (229- 24晦

しかし Horace は Belle と結婚し, young Bayard は家出して, 二人共支配できないとわか

ると, 彼女は最後の手段として youngBalyard との間にできたわが子を Benbow と名付けて

Sartoris家から独占し, 幼いころの Horace に対する支配権を恢復しようと目論むのであった。

要するに自己を分離し, その周囲に強力な壁を築いてナルキッソスのよ うに自己愛に耽 り,

その静かで落ち着いた安らぎの中で, ガイアよろ し く母権を発動して子供を支配し育てるこ

とが彼女本来の性向であった といえよ う (やはり 「自我の拡張法」 が適用されている)。した

がって 「彼女の庭園の壁が取 り壊されると, 彼女自身一条の光に捕われた夜光性の動物か鳥

のよ うになって空し く逃げ出そ う と もがく 」 (244) のであった。

Ⅵ

自我の確立にと もな う大地や自然からの断絶感や孤立感の生起, そして自己の拡大による
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「ヒ ュブ リス丁と 。「ネメ シス」 の因果応報ないし運命の道筋は, なにも貴族階級に特有のも

のではなかった。 た とえば貧乏白人の Byron Snopesや黒人使用人 Simon Strother と い

った protagonist’一 彼ら も, young Bayard や Horace Benbow な どと同様, 並置法に

も, 同種の現代的エゴの病魔に取 りつかれている。 ただよって対照的に描写されている

彼らの場合 「辺境のユーモアや リア リズム」 によって描写されている点が異なっている こ と

を指摘してお く。

Byron bnopes は Sartorls 銀 行 で 会 計 係 を 勤 め て い る 独 身 者 で あ る が , 極 め て 自己 閉 鎖

的な人物で 「密かな人目を避けるよ うな 目つき」 (94) で他人を見遣る癖を もっていた。 した

がって友人も求めず, 下宿も 「より人目につかない」 (218) 場所を選 んだ。 彼は貧乏白人である

Snopes一族- といってもその元祖 Flem は町の裏通りに開店した小さなレス トランを足が

かりにして 「昔のアブラハムのよ うに彼の一族を一人一人町へ導いてお り」, 彼自身3年前に

(Sartoris銀行の副頭取に成り上っていた±40)(154) のだがー の’一員で, しかも一族の以前

の居住地 Frenchman’s Bend には恋人 Minnie Sue がいるにも かかわらず, 「汝未だ汚さ

れざる静寂の花嫁」 たる貴婦人 Narcissa に情欲を燃やし, 匿名のラブ ・ レターを書きっづ

ける。 ここに Snopes一族の飽 く なき征服欲の根源的動因となる 自己の拡大と 自惚を見て取

るこ とがで きるであろ う。 そ こで彼は情欲に駆られるままに彼女の部屋に忍び込み, 留守と

わかると, 彼女のダンスの引出しから彼の差出した ラブ ・ レタ ーの束と彼女の下着を盗んだ

が, 帰って きた兄妹に見つか りそ うになったので, 彼女の部屋の窓から飛び下 りた。 しかし

運悪 く彼はガラスの花温床の上に落ちて足に大けがを し, 嘔吐の発作におそわれながら逃げ

去る。 その後自分の勤務する Sartoris銀行から金を盗んで車で逃走し, Minnieに会いに彼

女の家に立ち寄るが, 彼女にさ え軽 く あし らわれて愛を拒否されてしま う (254- 258)。こ う

見て く ると, 彼の内面世界での慎重さ と彼の外面世界での軽率さ (つま り行為のもたらす裏

目の結果) との落差が, 素朴なユーモアを作 り出しているこ とにも気づ く であろ う。

また Simonは Colone卜John以来 Sartoris家に仕えてきたせいもあって, 自己増長の態

度が身に浸み込んでお り, 他の黒人に対して無礼な振舞を した り, 軽蔑の目を向けた り した。

た と えば彼が Miss Jenny を Belle Mitchell の家に迎えに行った と き, 屋敷の馬つなぎ柱

の前にやはり主人を迎え出ていた 自動車が止められているのを見て, その黒人運転手を次の

ように怒鳴 りつける。

“Dont block off no Sartoris ca’iage, black Boy,” ‥. “Block off de commonality,

ef you wants, but dont intervoke no equipage waitin’ on Cunnel er M iss Jenny.

Dey wont stand for it.” ( 22) 犬

また 「ときどき綿畑の畝の間で働いている屋外黒ん坊に対して寛大な, ち ょっ と軽蔑するよ

うな 目つきで一瞥する」 (223) のであった。 そしてつい辻は焼失 した教会の再建のため集め

られた寄付金を預った と ころに権利もないのに自己拡大による 「 ヒュブ リス」 から, 家庭料

理人だ った mulatto の Meloney Harris に貸与 して美容院を開かせてやった。だが彼は「ネ

メ シス」 を受けて, ある朝黒人小屋で撲殺死体で発見された(361)。

し か し R 昭S 緬 tk D鵬い こは, 自我 の拡 大 , それ に よ る病 的 な人間環境 と は無 関係 で ,

しかも土地 と一体 となって フ ロンテ ィ ア時代の厳 しい生活に耐えている人々も登場している。

それは MacCallum 一家である。 一家は父と息子だちから成る 7人家族で, 荒れ地の中心地

Jefferson の町から18マイルも離れた 自然そのままの丘陵地に住んでいる(109)。重要なこ と



は (また異例なこ とで もあるが) , 彼らは辺境 リア リズムの筆致で, いずれも没個性的に描写

されてい る こ とである。
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Lee’s face, like all of them, was a dark, saturnine mask. ( 307)

しかも息子たちは,一一こ・の土地で生きる限 り, 自分たちが欲するよ う・に生活する自由が認めらー-

れている。 た とえば長男の Jackson (55才) は狩猟の仕事に大変革を もたらすために猟犬の

品種改良を試みんと して大と狐の混血種を育てているし, 次男 Henry (53才) は家事に精を

出しているし, 3男の Rafe (44才) は気に入る馬を探 し回っている し, 5男の Lee (30代

後半) は若い女性との交際もあると噂されときどき田舎の方へ出かけるし, 末子のBuddy (20

才) は狩猟が好きで寒い冬で も野宿して狩 りに出かけるこ と もある といった具合である。 た

だし息子たちは父親の権威を認め, 食事のと きも秩序整然と座るこ とを忘れない ( このよ う

に父親と子供たちの関係が直接的に明示されているのも異例のこ とで, 他の人物たちにはほ

とんど父親の存在が欠如している)。こ う して彼らは自我の拡大や土地との断絶感に苦悩する

町の人々と対置されているわけだが, と く にyoung Bayardが増大した 自我の重荷を背負い

切れな く なって逃げて来た と きには, その対照は絶頂に達し, 危機的な緊張感をつ く り出し

ている。 それは Buddy の リア リステ ィ ックな戦争体験談 と Bayardのロマンチ イ ックな戦

争追体験 との間に感じ とれるであろ う (314- 315) 。

しかし彼ら とて Bayard の action に劇的に介入して, 彼の性格や行動様式を変えるよ う

なことはない。 また彼らの父親 (82才) は南北戦争に参加してお り, いまだ南部の敗北を認

めていないばかりでな く , 北部人を敵視し, 彼らが始めた戦争 (第一次世界大戦) に息子た

ちが参加するこ とを許さ なかったこ とからもわかるよ うに, 彼は 「土地」 との連帯感はもっ

ていた と して も 「時代」 からは孤絶している。そ ういえば末子のBuddyは20才だから と もか

く と して, 兄たちはいずれも30才代後半から40才を越えているのにいまだ独身なのである。

しかも母親もいない。 この家族は完全性と持続性に欠ける と ころがある といえよ う。 やはり

現代的不毛性の波は密かにこ こにも押し寄せつつあった よ うだ。

Ⅶ 結 語

Faulkner は, F lags 泌 lhe DRsい

もあって故郷の地に眼を向けたのであろ うが, みずから も書いている うちにこの小説を 「真

に換起的な ものにするために」 「個人的な ものでなければな らない と悟つ」 て, 故郷のOxford

に腰を据えて観察, 調査に乗 り出したご卜彼は滅び行 く南部農耕文化の担い手であった大農園

主の子孫であった と ころから, 栄光につつまれた旧南部の伝統や家族にまつわる英雄伝説を

聞かされて育った。 そ う した南部独特の精神文化を背景にもつ彼にと って最大の関心を呼ん

だのは, 再建時代以来押し寄せてきた北部の産業資本主義的機械文明の波による南部の農本

their 政ave, aquiline faces as though carved by the firelight out of the shadowy

darkness, shaped by a single thought and s而oothed and coIored by the same hand.

(312)

Yet although they 〔Rafe and Stuart〕 were twins, there was no closer resem-

blance between them than between any two of them. ( 310)



主義的な社会体制の崩壊であ り, さ らに第一次世界大戦を契機に北部の機械主義や機能主義

の風潮にと っぷ り浸って帰還した若者たちの人生の目標や意義を喪失した姿であ り, 彼らと

ともに入ってきて戦後の Oxford とその周辺に吹きま く った精神文化の不毛の嵐であった。 そ

の嵐は人間を 自然や土地から完全に切 り離し, 必racin6 に追い遣った。 さ らに浮き草と化し

た個人を農耕文化の中で培われた人間的連帯感からも解き放して, 浮遊し, 孤立した 自我意

識のみの存在に追い込んで し ま うのである。 それぱ人間の平均化, 画一化 と軌を一にしてい

た 。 Faulkner 自身 そ の一 人 で あ る こ と を 実 感 し た 。 だ か ら こ そ 「私 は 失 っ て 後 悔 す る と 既

に覚悟しているよ うな世界を本の表紙の間に再生 しようと主力を注いだ」( 42)と, この小説を書

く と きに別のと ころで言っているのであ り, また第一次世界大戦後 ( と く に1920年代) の彼

の故郷に照準を合せて小説の主題な り素材な りを選択 したのである。 言い換えれば, それは

1920年代の人々の眼と心を通して彼のフ ィ クシ ョ ンを構築したとい うこ となのである。

以上のこ とから, Faulkner 小説の登場人物の根幹をなす感情は, 自我意識のみの存在と

しての個人 ( 自己分離) が自己存在確認のため自己の拡大を 目指す英雄願望であった と して

も別に不思議はなかろ う。 そしてその願望を実現する機会を与えて く れる場と考えられたの

は, 一つは第一次世界大戦の戦場であ り, も う一つは辺境開拓地であった。 前者ではホメ ロ

スの物語に登場する英雄たち, と りわけ ト ロイ戦争からの帰途に幾多の冒険を克服して帰郷

するギ リシアの英雄オデュ ッセウスを範と して, 南北戦争に参加した旧南部人 (貴族階級)

が伝説的英雄に奉られている先例に倣おう と したのであ り√後者では (当小説には直接言及

されていないが) Pecos B111 ( テキサスの牧童) , Daniel Boone ( ケンタ ッキー, ミズー リ

一地方の冒険家) , Davy Crockett ( テネシー州の猟師, 下院議員, 戦士) ,
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John Henry ( ウ
ト ー ル ●テ ー ル

に試乗した と き, 彼は苦悩を背負

つての死を覚悟していた。 したがってその飛行機が地面へ突っ込む形で落下して, 前翼がはず

れてその一枚が尾部に突き当り, これをも裂き取ったとき, 一瞬その機体は空中に浮かぶ̃ 宙

吊りになった一 十字架を暗示 し, 彼は十字架上のキ リス トと化して人間の内面の 「悪」 を負

ったことを啓示したはずなのだ ( したがってまた生涯の願望たる英雄的行為がついに成就され

た と もいえるのだ)。しかしそれを啓示 と して提示する補助的人物がいない。 Soldieys’Payや

Mosq㎡toesでは, そ う した啓示を読者に伝える役を果す人物が登場していたのだが (前者で

はイ ,エスの象徴 と しての Donald Mahon に対す る Margaret Powers と Joe Gilligan. 後

者ではキリストの象徴 と しての Gordon に対す るDawson Fairchild)ヤ3)Faulknerは, Flags

仇 隋eDs tでは, protagonist の並置に徹 しているので, この判断は読者に委ねられている

のであ る。

エス ト ・ ヴァ ージェ アの黒人掘削者) などの辺境開拓者が辺境の民間伝承やほら話の風習に

よって伝説化され英雄化されている姿に魅かれたのである。

しかしいずれも幻滅の場にすぎず, 彼らの英雄願望が打ち砕かれた こ とを知る と, 彼らは

個人と しての存在に, さ らに自我に回帰せざるを えなかった。 そ して各個人は 「英雄」 と 「悪

者」 の対立が実は自我の中に 「善」 と 「悪」 とに変身して隠れているこ とに気づ く のである。

Faulkner は, この個人の心の中の「善」 と 「悪」 の対立, 抗争という 「アクチュアフレ」 な状況

を 「換起的」 「アポク リフ ァルなもの」 に昇華するために, 神話伝説約な引喩や 「辺境のユー

モア と リア リズム」 を導入し よう と したのだが, 同時にそれを受け入れるこ とので きる容量

を もつ 自我にす るために自我拡張法を樹立 したのだ と もいえるであろ う。

そ う した内面的性格の対立を もつ人物, すなわち protagonist が, この小説では, いずれ

も並置されているこ とは前述の通 りである。 だが protagonistの一人 young Bayardが実験

飛行機一一 複葉機で繰縦席は尾翼の方へ下げられていた
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